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１
月
７
日
土
曜
日
、
マ
ナ
ピ
ィ
21
に
て
「
20
歳

を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
振
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど
晴
れ
や
か
な

姿
で
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

同
席
し
た
家
族
と
と
も
に
人
生
の
節
目
を
祝
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
、
佐
藤
教
育
長

よ
り
「
挑
戦
と
成
長
の
年
で
あ
る
二
十
歳
の
一
年

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
心
に
余
裕
を
持
っ
て

前
進
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

」と
激
励
。そ
の
後
、

笹
川
町
長
、
小
森
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
20
歳
の
誓
い
で
は
参
加
者
を
代
表
し
て
、
泊
　

柊
斗
さ
ん
と
橋
谷
田
　
優
凪
さ
ん
が
登
壇
し
「
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
支
え
、

未
来
を
作
る
一
員
と
し
て
、
自
分
の
役
割
を
認
識

し
、
常
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
遠
別
樹
遠
太
鼓
の
会

が
お
祝
い
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
の
曲
で

は
過
去
に
樹
遠
太
鼓
の
会
に
在
籍
し
て
い

た
、
木
下
　
亜
耶
さ
ん
と
佐
藤
　
真

生
さ
ん
が
一
緒
に
演
奏
す
る
と
い

う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
友
人
、
家

族
と
の
記
念
撮
影
や
歓
談
を
楽

し
み
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
晴
れ

や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

20歳を祝う会20歳を祝う会20歳を祝う会20歳を祝う会令和6年令和6年令和6年令和6年

●
内
山
　大
暉
　
　●
梶
浦
未
奈
美

●
菊
田
　夏
代
　
　●
北
島
　悠
翔

●
鬼
頭
　沙
季
　
　●
木
下
　亜
耶

●
佐
久
間
　凜
　
　●
佐
藤
　陽
菜

●
佐
藤
　真
生
　
　●
白
幡
　桃
菜

●
白
幡
　結
女
　
　●
杉
澤
　結
衣

●
チ
ャ
ン
　テ
イ
　タ
オ
　グ
エ
ン

●
泊
　
　
　柊
斗
　 ●
橋
谷
田
優
凪

●
林
　
　
　那
南
　 ●
林
田
　瑠
依

●
ホ
ア
ン
・
テ
イ
エ
ン
・
ナ
ム

●
星
井
　優
希
　
　●
室
矢
　果
南

●
守
屋
　亜
依

　（
敬
称
略
：
五
十
音
順
）

出
席
者
名
簿
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１
月
８
日
、
新
年
に
あ
た
っ

て
防
火
と
減
災
を
誓
う
町
消
防

団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
屋
外
式
で
は
人
員
報
告
に

続
い
て
、
笹
川
町
長
の
挨
拶
、

北
川
団
長
よ
り
訓
示
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
団
員
ら
は
ホ
テ
ル

ノ
ー
ザ
ン
ラ
イ
ト
前
に
移
動

し
、
令
和
元
年
以
来
、
４
年
ぶ

り
と
な
る
登
梯
が
披
露
さ
れ
梯

子
の
上
で
の
妙
技
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
分
列
行
進
が
行
わ

れ
、屋
外
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
場
所
を
マ
ナ
ピ
ィ
21
に
移
し

て
、
屋
内
式
で
は
表
彰
式
が
行

わ
れ
団
員
に
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
団
員

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の

後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
団
員

ら
は
懇
親
を
深
め
本
年
が
安
全

な
街
に
な
る
よ
う
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
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り
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遠別町バレーボール少年団
第39回北海道小学生バレーボール選抜優勝大
会男女混合の部で優勝。第43回全日本バレー
ボール小学生大会北北海道大会男女混合の部で
優勝し、全国大会に出場した。また、毎週月曜
日から土曜日まで夏・冬季休業中も練習に励み、
数々の大会において顕著な成績を収めている。
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数々の大会において顕著な成績を収めている。

愛場　瑛太さん（個人）
令和５年８月19日に国際書道協会主催の第54
回全国書道コンクールにて、中学生のペン字部
で特別賞 第１席を受賞した。

愛場　瑛太さん（個人）
令和５年８月19日に国際書道協会主催の第54
回全国書道コンクールにて、中学生のペン字部
で特別賞 第１席を受賞した。

阿部　愛理さん（個人）
令和５年８月19日に国際書道協会主催の第54
回全国書道コンクールにて、高校生のペン字部
で特別賞 第３席を受賞した。
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　１月26日、令和５年度遠別町優良青少年顕彰式が役場１階会議室で実施されました。これは、
文化及びスポーツ活動で優秀な成績を収めた方や、ボランティア等の活動を継続して行い、他の青
少年の模範となる活動をした方を対象としており、今年度は遠別町バレーボール少年団、阿部愛理
さん、愛場瑛太さんの１団体２個人が対象となり、その功績により笹川町長から賞状と記念品が贈
られました。
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団　員 原田　啓介
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まちの話題まちの話題

　1月13日、富士見ヶ丘公園にて、子どもチャレンジ教室
「冬のえんべつを歩こう！」が行われました。講師に写真家
の泊　和幸さんを招き、冬の富士見ヶ丘公園をスノーシュー
を履いて散策しました。公園内では泊さんから自然や動物
についてお話を聞きながら自然を満喫しました。令和５年
度のチャレンジ教室は今回で最後となり、閉講式が行われ
一人一人に修了証が手渡されました。

子どもチャレンジ教室
「冬のえんべつを歩こう！」

　1月 6日、町、るもい農協、漁組、森林組合、商工会、
建設協会、連合町内会共催の新年交礼会が４年ぶりに開催
され、約70名が出席しました。共催団体による鏡割りの後、
笹川町長より年頭のあいさつ、白幡遠別漁協筆頭理事によ
る乾杯の発声で祝宴に入ったあと、各団体が提供した景品
の福引が行われました。最後には万歳三唱をし新たな年の
遠別町の発展を誓いました。

4 年ぶりの開催
令和６年遠別町新年交礼会

　1月16、18、19日、幸和スキー場にて町教育委員会主
催のジュニアスキー学校が開催され、町内のスキー愛好者
である「遠別町スキークラブ」のメンバーを指導者として招
きました。斜面の上り方や実際に滑る練習など行い、思う
ように出来ず悔しがる場面もありましたが、うまくできた際
には笑顔がこぼれ、楽しそうな表情を見せました。子供た
ちは雪が降る中最後まで一生懸命練習しました。

上手になるぞー！
ジュニアスキー学校

　1月16日、マナピィ21にてしらかば学園大学、１月学
習と大新年会が行われました。午前中はNPO法人　えん
おこから越谷春香さんを講師に招き料理教室が開かれ、参
加した方は手際よく調理し美味しそうなニラ饅頭を作りまし
た。午後からは大新年会が行われ、作ったニラ饅頭やお弁
当などを食べながら歓談し、ビンゴ大会の等の余興を行い
とても盛り上がりました。

今年も元気に！
しらかば学園大学　新春　大新年会＆１月学習
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まちの話題まちの話題

　1月18日、遠別小学校で始業式が行われ、校長先生
から大谷翔平選手からグローブが届いたことが報告されま
した。このグローブは大谷選手が全国の子どもに野球を楽
しんで貰おうと日本国内の全小学校に寄贈するというプロ
ジェクトとなっており、同封されていた手紙には「野球しよ
うぜ！」とメッセージが書かれていました。実際に手にした
児童は「とてもかっこいい」と笑顔を見せました。

野球しようぜ！
大谷翔平選手からグローブの寄贈

　1月11日、マナピィ21にて町教育委員会主催、令和６
年新春書き初め大会が開催され、小学３年生から６年生ま
での児童19名が参加しました。児童達は先生のお手本を
見ながら集中して力強く筆を走らせました。各自５枚を書
上げ、出来の良かった作品を提出。３名の審査員により各
賞が決定されました。受賞者は下記のとおりです。

見事な筆さばき
令和６年新春書き初め大会

　1月28日、マナピィ21にて町教育委員会主催、GAME
体験交流会が開催されました。はじめに留萌教育局社会教
育指導班　浅川美緒主査を講師として招き、ゲームに関す
る講演をしました。その後、対戦型ゲームの交流大会が行
われ、24 名が出場し、熱戦を繰り広げました。そのほか
会場には様々なゲームが用意され、来場された方はゲーム
の魅力に触れ笑顔で楽しむ姿が見られました。

ゲームの魅力に触れる
令和５年度GAME体験交流会

【
３
年
生
の
部
】

　
課
題　
「
光
る
に
じ
」　

　
　
金　
　
賞　
　
　
土　
田　
朝　
飛

　
　
銀　
　
賞　
　
　
越　
谷　
莉　
杏

　
　
銅　
　
賞　
　
　
合　
田　
　
　
紬　

【
４
年
生
の
部
】

　
課
題　
「
七
つ
の
色
」

　
　
金　
　
賞　
　
　
山　
田　
梨　
愛

　
　
銀　
　
賞　
　
　
今　
井　
　
　
海

　
　
銅　
　
賞　
　
　
久
留
宮　
麻　
白

【
５
年
生
の
部
】

　
課
題　
「
春
の
大
地
」

　
　
金　
　
賞　
　
　
佐　
藤　
大　
和

　
　
銀　
　
賞　
　
　
坂　
川　
華　
蘭

　
　
銅　
　
賞　
　
　
後　
藤　
奈　
喜

【
６
年
生
の
部
】

　
課
題　
「
白
銀
蓮
山
」

　
　
金　
　
賞　
　
　
今　
井　
　
　
華　

　
　
銀　
　
賞　
　
　
安　
喰　
直　
大

　
　
銅　
　
賞　
　
　
和　
田　
杏　
奈
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確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
16
日

（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

多
く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は

な
く
、是
非
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成・

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
稚
内
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場
の

混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

に
は
「
入
場
整
理
券
」（
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
も
し
く

は
会
場
で
当
日
配
付
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
贈
与
税
及
び
土
地
・
家
屋
を
譲
渡
し
た

と
き
の
所
得
税
の
申
告
相
談
は
、
火
曜

日
と
木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。「
入

場
整
理
券
」
を
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
事
前

発
行
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
次
回
以

降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
、
カ
ー
ド
発
行
時
に

設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明
書
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
等
）
は
税
務
署
で
の
確
定
申
告
の
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
書
面
に
よ
り
申
告
書
等
を
提
出
す
る
場

合
は
、
業
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
付
に
御
協

力
願
い
ま
す
。

●
送
付
宛
先

「
札
幌
国
税
局　
業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川

分
室
」

　
〒
０
７
８-
８
５
０
７

　
旭
川
市
宮
前
１
条
３
丁
目
３
番
15
号

　
旭
川
合
同
庁
舎

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

令
和
６
年　
小
学
校
入
学
予
定
者

遠
別
町
内
の
農
地
賃
貸
借
等
に
関

す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
締

結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る

賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
賃

貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
不
明
な
点
は
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
℡　
７
ー
２
１
４
６

氏　名 カナ名 保護者 住　所
百島　　新 モモシマアラタ 由香里 若葉町
菊谷　統真 キクヤトウマ 翔 ３区
亀田　梓央 カメダシオン 将行 ３区
渡部　　稟 ワタナベリン 宏輝 ２区
渡辺　　彩 ワタナベサク 大地 緑町
齊藤　大千 サイトウタイチ 誉 ２区
菊地　恵梨 キクチエリ 陽一 １区

氏　名 カナ名 保護者 住　所
酒谷恭之助 サカヤキョウノスケ 健志郎 錦町
髙橋　奈愛 タカハシナナ 巧 啓明
谷口　一翔 タニグチイツト 智之 ３区
山口美輝翔 ヤマグチミキト 隆憲 久光２
小林　　縁 コバヤシエニシ 大輔 １区
山下　眞生 ヤマシタマオ 智加 ４区
佐藤　咲良 サトウサクラ 大輔 緑町

（敬称略、生年月日順）
　

お名前が漏れている方がおりましたら、教育委員会までご連絡ください。
教育委員会学校教育係　℡０１６３２ー７ー２３５３

区　　　分 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　考

田
遠別川流域 10,000 10,500 5,200 52 基盤整備終了・未了含
その他地域 7,000 8,000 7,000 11 基盤整備終了・未了含

田（転作田） 遠別町全域 7,500 10,000 3,800 17 基盤整備終了・未了含
畑（普通畑） 遠別町全域 2,600 3,500 1,000 126 基盤整備終了・未了含
畑（牧草畑） 遠別町全域 1,750 2,600 1,000 306 基盤整備終了・未了含

・平均額については、取引件数の中央値を記載、データ数については、筆数を記載しています。
・田（その他地域）については、上記期間内での利用権設定がありませんでしたので、前年

度の値を記載しています。      
・田（転作田）については、令和４年度からの５年間に一度も水張が行われない農地は、水

田活用の直接支払交付金の見直しの関係もありますので、個別の協議が必要になります。
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ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
し
て
い
ま
す

か
　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
方
は
す
べ
て
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
又
は
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

　
会
社
員
・
公
務
員
は
第
２
号
被
保
険
者

に
な
り
、
会
社
等
で
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
会
社
等
を
退
職
し
た
場
合
、
第
１
号
被

保
険
者
へ
は
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
年
金
事
務
所
や
役
場
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。（
併
せ
て
失
業
特
例
等

に
よ
る
保
険
料
納
付
免
除
の
手
続
き
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

●
手
続
き
窓
口

住
所
地
の
市
町
村
窓
口
又
は
最
寄
り
の　
　

年
金
事
務
所

●
必
要
書
類

年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

●
提
出
期
限

退
職
日
の
翌
日
か
ら
14
日

●
提
出
者

本
人
ま
た
は
世
帯
主

※
失
業
特
例
に
よ
る
免
除
申
請
を
行
う
場

合
、
離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
等
の
書
類
が
必
要
で
す
。

※
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
、
受

給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が
保
険

料
を
納
付
し
た
期
間
が
短
く
、
満
額

（
40
年
間
保
険
料
納
付
分
）
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
65
歳

に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に「
任
意
加
入
」

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
福
祉
係　

℡　
７-
２
１
１
４

稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-
３
２-

１
９
４
１

警
察
署
か
ら

投
資
詐
欺
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
全
道
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
を

通
じ
て
知
り
合
っ
た
相
手
に
副
業
や
外
国

為
替
証
拠
金
取
引
（
Ｆ
Ｘ
）
の
投
資
を
進

め
ら
れ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

犯
人
は
こ
の
よ
う
な
方
法
で
騙
し
ま
す

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
に
招

待
す
る
。

・
投
資
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
経
済
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
を
名
乗
り
「
利
益
が
出
ま
す
」

と
言
っ
て
投
資
に
誘
う
。　

・
副
業
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
資
金

を
募
る
。　
な
ど

投
資
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
注
意

す
る
こ
と

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
上
に
は
投
資
の
詐
欺

広
告
や
詐
欺
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
を
知

る
。

・
投
資
の
副
業
や
利
益
が
出
る
な
ど
の
う

ま
い
話
に
乗
ら
な
い
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か
ら
の
お

金
の
要
求
に
は
応
じ
な
い
。

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

天
塩
警
察
署　

℡　
０
１
６
３
２
ー
２
ー
２
１
１
０

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

℡　
♯
９
１
１
０

消防支署から
令和 5 年 北留萌消防組合

火災発生状況
町村別 合計 火災種別 死者 傷者建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 その他の火災
苫前町 4 4 1
羽幌町 2 1 1 1
初山別村
遠別町 2 1 1 1
天塩町 2 2
幌延町 6 3 2 1

※令和 5 年 1 月～令和 5 年 12 月までの統計

令和 5 年 北留萌消防組合
救急出場状況

町村別 合計 事故種別
火災 自然災害 水難 交通 労働災害 運動競技

苫前町 140 5 1
羽幌町 427 9 3 2
初山別村 47 5
遠別町 142 1 5 5
天塩町 125 8
幌延町 103 8 2

町村別 事故種別 うち
不搬送一般負傷 加害 自損行為 急病 転院搬送 その他

苫前町 16 1 103 13 1 6
羽幌町 55 3 195 157 3 12
初山別村 7 2 31 2 4
遠別町 16 1 50 59 5 9
天塩町 21 1 53 42 6
幌延町 8 40 42 3 5

※令和 5 年 1 月～令和 5 年 12 月までの統計
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健康のススメこころもからだも元気が一番

お酒と健康
～適正飲酒を考えましょう～

●生活習慣病のリスクを高める 1 日あたり飲酒量は？
　純アルコール量　男性 40g 以上 、女性 20g 以上　
　　※これは「適量」ではなく、「この量を超えると生活習慣病を起こす可能性が上がる」量です！
　　　体質などによっては、 “より少量”である必要があります。
　　では、純アルコール量２０g とはどの程度か、確認してみましょう。

１日飲酒量が「2 ～ 3 合」及び「３合以上」（飲酒量が多い）の人の割合が、北海道平均より高い

●純アルコール量２０g を含むお酒の量（目安）

ビール（5％）　
500ml ロング缶１本

※ 350ml 缶だと 1 ＋ 1/2 弱

日本酒（15％）
１合（180ml）弱

缶チューハイ（7％）
350ml 缶 1 本

ワイン（12％）
200 ｍｌ（小グラス 2 杯）

焼酎（25％）
100 ｍｌ（0.5 合強）

ウイスキー（40％）
60 ｍｌ（ダブル１杯）

　お酒の量は多いと感じますか？少ないと感じますか？少ないと思う方は要注意！
　実際に、どのような疾患と関連があるのか。国では次のように把握しています。

●令和４年度 遠別町国保特定健診の結果から…

　多量のアルコール摂取は、生活習慣病を引き起こすだけではなく、依存症や飲酒運転に
よる事故など、様々な問題を引き起こす要因に…
　国では現在、飲酒についてのガイドラインを作成中です。
　これを機に、適切な飲酒量について考えてみませんか？

●アルコール量の考え方
　よく見かける「アルコール◆％」。実際どの程度アルコールが入っているか分かりにくいです。
　そのため「純アルコール量」の計算が必要です

【純アルコール量の計算式】
飲む量（ml） × アルコール度数 × 0.8（アルコール比重）

（例）アルコール度数５％のビール 350ml とすると…
　　  350（ml）　×　0.05　×　0.8　＝　純アルコール量 14 ｇ  となります。
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健康のススメこころもからだも元気が一番

福祉課　保健指導係　7-2125

●疾患別リスクと飲酒量（純アルコール量）
病名 男性 女性

脳卒中（出血性） 週 150g 少しでも影響
脳卒中（脳梗塞） 週 300g 週 75g

虚血性心疾患・心筋梗塞 研究中 研究中
高血圧 少しでも影響 少しでも影響
胃がん 少しでも影響 週 150g

肺がん（喫煙者） 週 300g データなし
肺がん（非喫煙者） 関連なし データなし

大腸がん 週 150g 週 150g
食道がん 少しでも影響 データなし
肝臓がん 週 450g 週 150g

前立腺がん（進行がん） 週 150g データなし
乳がん データなし 週 100g

（厚生労働省資料）

毎日飲酒は、
どんどんリスクが
上がりますよ…

●健康に配慮した飲酒の仕方
　①自分がお酒を飲んだらどうなるか把握する　
　　　　…アルコールによる失敗や、記憶がない等周囲から心配されたことはありませんか？
　②あらかじめ量を決めて飲酒する　…自分で量を決めることが、飲みすぎ改善につながります。
　③飲酒前又は飲酒中に食事をとる　…お酒に酔いにくくする効果があります。
　④飲酒の合間に水（又は炭酸水）を飲む（アルコールをゆっくり分解・吸収させる）
　　　　…アルコールに水・炭酸水を混ぜて度数を下げる、少しずつ飲む、等でも OK です。
　⑤一週間のうち、飲酒しない日を設ける　
　　　　…毎日飲酒はアルコール依存症の可能性にもつながります。休肝日は、やはり大事。

年齢・性別・体質で、個々の飲める量は様々。
健康でいるために、晩酌習慣のある方は、ぜひ飲酒習慣の見直しを。

※１週間に 150g は
どのくらい？

・ビール 350ml 缶だと…
１０本程度

・日本酒 (15％ ) だと…
1,260ml( ７合弱 )

・焼酎 (25％ ) だと…
750ml ( 四合瓶１本 )

・ワイン (12％ ) だと…
1,560ml( ボトル２本 )

下戸でも油断しないで！　～　アルコール無関係の肝疾患　～
・現在「非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）」にかかる人が増加しています。

・肝臓は、アルコールを分解するだけではなく、糖や脂質を分解し、中性脂肪やコレステロールへ
作り変える作業もしています。

・そのため、過食・運動不足、肥満などで、糖や脂質の過剰摂取をすると、肝臓自体に脂肪がつく
脂肪肝を引き起こしたり、悪化すると「非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）」という、放置する
と肝硬変や肝臓がんへ進行する病気につながったりします。

・予防方法は、他の生活習慣病と同じく、「食べ過ぎない」「運動で消費」「肥満解消」が必要です。

★遠別町の国保特定健診においても、飲酒習慣がないのに肝機能で精密検査となる方が増加してい
ます。精密検査となった方は、早めに内科でご相談ください。
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議会からのたより
第57号

◆
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更

・
町
立
診
療
所
建
設
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）５

，
２
３
２
万
７
千
円
増

・
町
立
診
療
所
建
設
工
事
（
機
械
設

備
工
事
）　  

３
，
３
１
１
万
円
増

◆
町
道
の
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

◆
財
産
の
処
分
（
土
地
）

・
本
町
１
丁
目
７
番
１
ほ
か
３
筆

　

１
９
，
１
０
７
㎡

　

売
払
い
金
額　

１
，
３
０
０
万
円

　

売
払
い
の
相
手
方

　

協
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

【
一
般
会
計
】

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金

２
，
８
０
０
万
円
新
規

◆
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
費
補

助
金

５
，
３
５
３
万
１
千
円
新
規

◆
病
院
事
業
会
計
補
助
金
（
医
師
確

保
対
策
経
費
）

１
，
０
８
７
万
５
千
円
増

◆
病
院
事
業
会
計
負
担
金
（
不
採
算

病
院
運
営
費
）２

２
１
万
１
千
円
減

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
内
所
管

事
務
調
査
報
告

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙

氏　
名

備
考

委　員

鍋
島　
拓
信 

氏

萩
谷　
素
子 

氏

三
浦　
　
睦 

氏

家
入　
麗
子 

氏

同補充員

齋
藤　
雅
樹 

氏

順
位
１

松
本　
優
子 

氏

順
位
２

坂
川　
智
史 

氏

順
位
３

阿
部　
芹
菜 

氏

順
位
４

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
渋
田　

誠
氏
（
本
町
３
）
の
選
任

に
同
意
し
た

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
12
月
11
日
か
ら
12
月
12
日
の
２
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
１

件
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙
１
件
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正・制
定
６
件
、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
２
件
、
町
道

の
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
１
件
、
財

産
の
処
分
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、

発
議
１
件
の
合
計
20
件
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
、
山
本
議
員
、

國
部
議
員
の
２
名
が
行
い
、
会
期
を

１
日
残
し
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
の

達
成

◆
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に
お
け

る
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
及
び
温

泉
総
選
挙
の
報
告〈
詳
細
は
13
頁
〉

◆
令
和
５
年
度
第
一
次
産
業
の
生
産

状
況

◆
令
和
５
年
度
工
事
等
の
発
注
状
況

◆
第
21
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
出
場
結

果 第
９
回
定
例
会

報　
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告
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物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
事

業
に
つ
い
て

振
込
み
で
の
支
給
と
い
う
こ

と
で
よ
い
か
。

金
融
機
関
へ
の
振
込
み
を
主
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。

過
去
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
し
支
給
を
し
た
と
思
う
が
、

今
回
、
同
じ
よ
う
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
活
用
し
た
支
給
に
関
し
て
は
、
ど

う
な
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
て
、

非
課
税
の
情
報
、
課
税
情
報

等
、
金
融
機
関
口
座
の
情
報
を
活
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
確
認
書

を
提
出
い
た
だ
く
形
を
と
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
は
、

国
の
ほ
う
で
こ
う
い
っ
た
事

業
で
使
え
る
、
使
え
な
い
と
か
と
い

う
決
ま
り
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の

か
。

前
回
の
３
万
円
支
給
の
と
き

も
そ
う
だ
っ
た
が
、
国
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
を
申
請
し
、
そ

の
許
可
が
得
た
段
階
で
、
確
認
書
を

交
付
し
、
申
請
い
た
だ
い
て
、
内
容

確
認
の
上
、
振
込
み
の
手
続
き
へ
入

る
。

例
え
ば
振
込
み
で
も
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
紐
付

き
の
口
座
の
振
込
み
と
、
そ
れ
を
利

用
し
な
い
一
般
の
振
込
み
と
、
現
金

支
給
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

そ
の
と
お
り
で
、
銀
行
口
座

を
持
っ
て
な
い
方
に
は
、
や

む
を
得
な
い
場
合
、
現
金
で
の
支
給

と
な
る
。

議会からのたより
第57号

答 問答 問答 問

答 問町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

第
９
回
定
例
会

全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に

お
け
る
農
林
水
産
大
臣
賞
受

賞
及
び
温
泉
総
選
挙
の
報
告

　
広
域
社
団
法
人
大
日
本
山
林
会
が

主
催
す
る
、
第
62
回
農
林
水
産
祭
参

加
「
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
」
に

お
い
て
、
北
海
道
か
ら
５
団
体
が
推

薦
さ
れ
、
そ
の
中
で
有
限
会
社
鹿
遠

農
場
が
最
高
位
で
あ
り
ま
す
、
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。
11
月
２
日
、
東
京
都
千
代
田
区

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
賞
状
伝
達
贈
呈

式
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
、
21
日
、
同

社
長
吉
田
真
人
氏
よ
り
受
賞
の
報
告

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
鹿

遠
農
場
は
、
森
林
の
適
正
な
管
理
並

び
に
林
業
の
技
術
及
び
経
営
の
改
善

に
努
め
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
を
発
揮
及
び
林
業
の
持
続
的
か
つ

健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
森
林

の
管
理
経
営
体
に
対
し
、
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
温
泉
総
選
挙
２
０
２
３
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
環
境
省
を

筆
頭
に
、
内
閣
府
・
総
務
省
・
経
済

産
業
省
・
観
光
庁
の
５
省
庁
後
援
の

も
と
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
「
温
泉

で
元
気
に
！
温
泉
を
元
気
に
！
」
を

合
言
葉
に
、
温
泉
地
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
取
組
と
し
て
２
０
１
６
年
か

ら
始
ま
り
、「
旭
温
泉
」は「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
部
門
」
に
通
算
８
回
目
の
エ
ン

ト
リ
ー
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
に
投
票
結
果
が
発
表
さ

れ
、
既
に
町
内
テ
レ
ビ
電
話
に
お
い

て
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
全
国
の
名
だ
た
る
温
泉
地
の
中

で
「
第
４
位
」
に
ラ
ン
ク
イ
ン
い
た

し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
比
較
い
た
し
ま
し
て
順
位

が
低
下
し
残
念
で
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
投
票
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
の
応

援
と
関
心
の
高
ま
り
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
誠
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
も
癒
し
の
場
所
で

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
適
切
な

温
泉
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

応
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告
と

い
た
し
ま
す
。
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議会からのたより
第57号

第  

９  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

平
成
29
年
12
月
の
一
般
質
問

で
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
に
伴
い
、
お
墓
の
継
承
者
や
維
持

管
理
が
難
し
く
な
る
中
、
合
同
納
骨

塚
建
設
の
質
問
を
し
た
。
当
時
道
内

に
は
公
設
の
合
葬
墓
は
数
箇
所
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
50
以
上
の
自
治

体
が
設
置
し
て
い
る
。

　
そ
の
際
町
長
の
答
弁
は
、「
状
況

を
十
分
見
極
め
な
が
ら
、
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
検
討
で
き
る
も
の
は
検

討
し
た
い
。」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
６
年
が
経
ち
、
少
子
高
齢

化
と
お
寺
離
れ
を
背
景
に
合
葬
墓
の

需
要
は
今
後
も
増
え
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
、
早
急
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
合
葬
墓
の
設
置
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

近
年
の
少
子
化
や
核
家
族
化

の
進
展
に
伴
い
、
身
寄
り
が

な
い
、
子
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

な
ど
を
理
由
に
、
お
墓
を
個
々
に
維

持
す
る
こ
と
に
不
安
を
持
た
れ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
。
墓
地
を
確
保
し
、

墓
を
建
立
す
る
こ
と
は
親
子
な
ど
近

親
者
の
遠
隔
地
居
住
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
実
的
な
難
し
さ
が
あ

る
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

合
葬
墓
は
、
納
骨
後
の
個
人
的
な

参
拝
は
自
由
で
あ
る
が
、
納
骨
を

も
っ
て
永
代
供
養
と
位
置
付
け
る
こ

と
か
ら
、
宗
教
的
儀
式
は
行
わ
な
い

の
が
一
般
的
で
あ
り
、
お
墓
を
守
っ

て
く
れ
る
親
族
、
あ
る
い
は
子
孫
が

い
な
い
場
合
や
墓
じ
ま
い
の
場
合
な

ど
で
利
用
す
る
方
が
増
え
、
費
用
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
一
般
墓
地
と
は

異
な
り
１
つ
の
お
墓
に
多
く
の
焼
骨

を
一
緒
に
納
骨
す
る
も
の
で
、
二
度

と
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
面
も

あ
り
、
ま
た
、
設
置
に
あ
た
り
町
内

の
宗
教
団
体
の
意
見
も
伺
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

合
葬
墓
の
設
置
に
対
す
る
町
民
の

意
見
を
把
握
す
る
た
め
に
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
合
葬
墓
設
置

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

再　
質　
問

合
葬
墓
設
置
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
前
向
き

に
取
れ
る
よ
う
な
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
合
葬
墓
の
設
置
に
対
す
る
町
民

の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
の
か
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
合
葬
墓
の

話
し
合
い
は
、
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
く
の
か
。

合
葬
墓
を
設
置
す
る
に
あ

た
っ
て
の
方
法
と
い
う
の
は
、

町
民
の
様
々
な
考
え
や
、
宗
教
界
で

も
様
々
な
考
え
方
が
出
て
く
る
と
思

う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
、
町
民

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
お
墓
に
対
す
る

意
見
、
先
祖
に
対
す
る
感
謝
の
面
も

含
め
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

全
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
れ
れ
ば

一
番
い
い
が
、
抽
出
と
い
う
方
法
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

再　

　々
質　
問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
に
つ

い
て
、
ど
う
ス
タ
ー
ト
し
て

い
く
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
つ
行

う
の
か
、
大
体
何
月
だ
と
か
、
方
向

性
だ
け
で
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
他
町
村
の
状
況
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
身
を
詰

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
っ
て

ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
目
処
と
し
て

は
、
令
和
６
年
度
秋
く
ら
い
ま
で
に

は
と
考
え
て
い
る
が
、
令
和
６
年
度

末
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
少
し
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
政
を
問
う

問

答

問

山本議員　 問 合葬墓の住民ニーズを把握し合葬墓設置の考えはあるか。

笹川町長　 答 アンケートを実施し設置の必要性について検討していきたい。

答

問答
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議会からのたより
第57号 國部議員　 問 友愛苑存続に向けて具体的にどのような対応策を考えているか。

笹川町長　 答 指定管理も視野に入れ本年度中に方向性の目途をつけたい。

当
町
の
介
護
福
祉
施
設
の
根

幹
で
あ
り
、重
要
な
イ
ン
フ
ラ

の
１
つ
で
あ
る
友
愛
苑
に
つ
い
て
、９

月
定
例
議
会
で
、社
会
福
祉
法
人
湯

ら
ん
福
祉
会
よ
り
、友
愛
苑
の
運
営

事
業
か
ら
の
撤
退
の
申
出
が
あ
っ
た

と
行
政
報
告
が
さ
れ
た
。そ
の
行
政

報
告
で
は「
早
期
に
方
向
性
を
見
出

し
た
い
」と
町
長
の
言
葉
で
結
ば
れ

て
い
た
が
、現
時
点
で
町
か
ら
の
発

表
は
な
く
、そ
の
後
の
進
捗
が
分
か

ら
な
い
た
め
、町
民
の
間
に
不
安
や

憶
測
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ
ん
な
中
、北
海
道
新
聞
第
１
面

に
、友
愛
苑
の
閉
鎖
の
危
機
と
し
て

特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
、町
民
の
不

安
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
町
は
友
愛
苑
の
存
続
に
向
け
て
、

湯
ら
ん
福
祉
会
と
ど
の
よ
う
な
協
議

を
行
い
、今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
策

を
打
つ
の
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
50

周
年
の
祝
辞
で
、友
愛
苑
に
つ
い

て
は
、町
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
で
あ

り
、存
続
を
し
て
い
く
と
話
し
た
。

　

今
後
の
見
通
し
を
協
議
す
る
た
め

に
、留
萌
振
興
局
の
同
席
の
下
、湯
ら

ん
福
祉
会
と
事
務
レ
ベ
ル
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
て
お
り
、具
体
的
に
は
、

現
在
休
止
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
の
再
開
等
に
つ
い
て
、国
や
北
海
道

と
の
協
議
方
法
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、湯
ら
ん
福
祉
会
理
事
長
か
ら

「
自
分
た
ち
で
は
事
業
継
承
先
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

遠
別
町
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。こ
ち
ら
か
ら

は「
補
助
金
等
手
続
に
つ
い
て
解
決
が

で
き
れ
ば
、そ
の
後
、指
定
管
理
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、本
年
度
中
に
方

向
性
の
目
処
を
つ
け
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
回
答
を
し
、法
人
側
も
同
意

し
た
。

　

引
き
続
き
、友
愛
苑
の
存
続
に
向

け
て
、湯
ら
ん
福
祉
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

再　
質　
問

駐
在
員
会
議
の
町
長
の
挨
拶

の
中
で
、事
業
継
承
に
好
感
触

を
持
っ
て
い
る
企
業
が
あ
る
と
い
う

発
言
が
あ
っ
た
と
駐
在
員
の
方
か
ら

伺
っ
た
。そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
進
捗

や
見
通
し
と
、答
弁
に
あ
っ
た
指
定

管
理
や
ユ
ニ
ッ
ト
の
再
開
も
含
め
て

説
明
を
願
い
た
い
。ま
た
、全
国
的
な

介
護
人
材
不
足
の
中
、人
材
確
保
の

方
策
も
併
せ
て
伺
う
。

湯
ら
ん
福
祉
会
が
撤
退
す
る
段

階
で
の
、基
本
的
な
考
え
方
は
、

友
愛
苑
は
現
状
町
の
施
設
で
は
な
い

中
で
、事
業
の
継
承
先
を
私
ど
も
が

積
極
的
に
探
す
も
の
で
な
い
と
い
う

立
場
で
い
た
。た
だ
、そ
の
こ
と
が
続

い
て
、町
民
に
不
安
を
招
く
形
に
な
っ

た
中
で
、８
月
頃
に
湯
ら
ん
福
祉
会

の
事
務
方
に
、ど
う
し
て
も
継
承
先

が
見
つ
け
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、私
も

お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
お

手
伝
い
す
る
、と
働
き
か
け
た
。そ
の

中
で
私
自
身
も
次
の
経
営
先
を
ど
う

や
っ
て
確
保
し
た
ら
い
い
の
か
悩
み
に

悩
ん
だ
上
で
、内
々
の
動
き
を
し
た
。

そ
の
名
前
を
今
こ
こ
で
発
表
で
き
る

状
況
で
は
な
い
が
、北
海
道
で
の
大
手

の
事
業
所
の
会
長
と
た
ま
た
ま
話
す

機
会
が
あ
り
、遠
別
町
が
大
変
困
っ
て

る
ん
で
あ
れ
ば
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
い
う
言
葉
も
い
た

だ
い
た
。

　

今
あ
の
施
設
が
、湯
ら
ん
福
祉
会

の
施
設
に
な
っ
て
い
る
が
、撤
退
す
る

段
階
に
お
い
て
は
、正
式
に
遠
別
町
に

返
還
を
し
て
い
た
だ
い
て
、改
め
て
、

指
定
管
理
に
な
る
の
か
、直
営
に
な
る

の
か
分
か
ら
な
い
が
、事
業
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。な
ぜ
そ
う

な
る
か
と
い
う
と
、昨
年
度
、施
設
を

改
修
し
、町
か
ら
も
北
海
道
か
ら
も

補
助
金
が
出
て
い
る
。そ
の
取
扱
い
を

ど
う
す
る
か
を
今
後
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
こ
と
が
す
ぐ

撤
退
で
き
る
か
ど
う
か
に
繋
が
っ
て

く
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。町
と
し
て

は
、こ
の
施
設
は
無
く
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、遠
別
町
の

補
助
金
を
ど
う
取
扱
う
の
か
、議
会

の
皆
さ
ん
方
と
も
協
議
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
う
。

　

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、指
定
管

理
で
あ
れ
ば
、指
定
管
理
を
受
け
る

業
者
が
基
本
的
に
は
人
材
を
確
保
す

る
形
に
な
る
が
、そ
れ
ら
に
町
が
ど

こ
ま
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
か
は
、

問

答

答 問
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今
は
っ
き
り
、頭
の
中
に
素
案
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、協
議
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、多
床
室
を

使
う
の
か
、ユ
ニ
ッ
ト
を
ど
う
活
か

す
の
か
は
ま
だ
協
議
を
す
る
段
階
に

な
っ
て
い
な
い
が
、経
営
と
し
て
考
え

れ
ば
、ユ
ニ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
と
事
業

所
は
収
益
は
上
が
ら
な
い
と
私
は
思

う
の
で
、そ
れ
は
有
効
活
用
す
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

考
え
方
と
し
て
も
う
１
回
は
っ
き

り
申
し
上
げ
る
が
、ど
ん
な
形
で
あ
っ

て
も
町
と
し
て
は
あ
の
施
設
は
残
す

と
い
う
こ
と
は
、は
っ
き
り
明
言
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

再　

　々
質　
問

ど
ん
な
形
で
も
残
す
と
い
う
発

言
を
い
た
だ
い
て
、大
変
頼
も

し
く
感
じ
て
い
る
。

　
今
の
話
の
中
で
指
定
管
理
又
は
直

営
と
い
う
こ
と
だ
が
、指
定
管
理
に

な
る
と
、指
定
管
理
料
が
掛
か
る
の

で
、最
初
は
今
の
形
態
の
ま
ま
で
、そ

れ
で
駄
目
な
ら
指
定
管
理
と
い
う
話

が
出
て
く
る
と
は
思
う
。ま
ず
は
今

の
形
態
の
ま
ま
移
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
と
思
っ
て
い
た
が
、指
定
管
理
あ

り
き
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の

か
。交
渉
の
前
提
を
伺
う
。

　
ま
た
、介
護
人
材
の
確
保
対
策
だ

が
、様
々
な
市
町
村
で
研
修
費
用
の

助
成
や
、当
町
で
も
看
護
師
や
保
健

師
に
助
成
し
て
る
補
助
金
が
あ
る

が
、そ
の
よ
う
な
形
で
の
補
助
を
考

え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

本
来
は
業
者
直
営
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。今
の
湯
ら
ん
福

祉
会
が
撤
退
し
た
段
階
に
お
い
て
そ

の
ま
ま
引
き
継
い
で
も
ら
う
と
い
う

の
が
基
本
で
あ
る
。な
ぜ
か
と
言
う

と
、湯
ら
ん
福
祉
会
が
引
き
継
い
で

経
営
し
て
か
ら
直
接
的
な
補
助
金
は

湯
ら
ん
福
祉
会
に
は
出
し
て
い
な
い
。

指
定
管
理
に
な
る
と
指
定
管
理
料
が

発
生
す
る
の
で
、こ
れ
が
い
く
ら
に
な

る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
る
わ
け
だ

が
、で
き
る
だ
け
私
と
し
て
は
手
出
し

が
少
な
い
よ
う
に
で
き
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。実
際
問
題
と
し
て
、い
ろ
ん

な
前
提
の
問
題
が
解
決
し
た
段
階
に

お
い
て
、そ
れ
か
ら
協
議
に
入
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

　

人
材
の
確
保
も
、直
営
か
、直
営
で

な
い
か
で
大
き
く
変
わ
る
。看
護
師
や

ら
い
ろ
ん
な
方
の
就
労
奨
励
金
が
あ

る
が
、町
直
営
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
適

用
す
る
の
は
可
能
に
な
る
と
思
う
。た

だ
、そ
の
指
定
管
理
に
な
る
と
、指
定

管
理
料
の
中
に
含
め
る
の
か
、含
め
な

い
の
か
と
い
う
問
題
も
含
め
て
、い
ろ

い
ろ
難
し
い
問
題
、協
議
し
な
き
ゃ
な

ら
な
い
問
題
が
出
て
く
る
と
思
う
し
、

皆
さ
ん
方
の
ご
理
解
も
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
向
に
な
ろ
う
か

と
思
う
。

答

問

紙面の都合上、質問及び答弁の内容を議会報発行特別委員会の委員で要約し、掲載しております。
本会議の詳細の内容は、会議録をホームページで公開しておりますのでそちらをご覧願います。

会議録ホームページ URL
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/docs/2023080700019/
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議会からのたより
第57号

総務産業常任委員会　道内所管事務調査（三笠市、南幌町）
令和５年10月 25日から26日にかけて総務産業常任委員会道内所管事務調査が行われ、
山本委員長ほか委員７名、随行職員１名、派遣職員２名の１１名が出席。

　三笠市は石炭と鉄道の発祥の地であり、北
海道開拓の先例を担ってきた街で、一昨年に
開庁１４０年を迎えた北海道でも歴史が古い
街である。
　合葬墓については、墓じまいをする市民が
増加傾向にあり、安心して納骨する墓が必要
ではないかという事で、平成 27 年・28 年の
２か年で新しい火葬場を建設し、旧火葬場を
改修して屋内型の合葬墓にした。供養祭など
は行っておらず、納骨室は４㎥で１，０００
体の遺骨を納める事が可能となっている。
　合葬墓を使用できる方は、管理者の住所又
は本籍が三笠市にある方、住所又は本籍が
あった方の焼骨を管理する方、三笠市の墓地
に埋葬されている焼骨を改葬される方の何れ
かの条件に該当する方で、令和２年４月か
ら申請の受付を行っている。使用料は１体
３５，０００円である。
　納骨には、利用者に焼骨を墓地等から取り
出して持参してもらい、委託業者立会いの下
で投入口から行っている。副葬品は埋葬でき
ない事になっており、年間 30 体ほど埋葬さ
れている。
　合葬墓は年中無休で 24 時間開いているが、
管理人は配置しておらず、10 月末までは公
設墓地の管理人が清掃等をしている。また、
納骨時には納骨の受託業者が清掃を行ってい
る。

　寒い時の参拝対策としてストーブ、防犯対
策として防犯カメラを設置しているが、トイ
レは冬期間使用禁止としている。
　改築費用は、外構工事を含め約２，２２０
万円で、管理経費は光熱費くらいである。
　三笠市では、少子高齢化や核家族化が進み、
お墓を継承できない方や身寄りのない方など
が増え、将来にわたり安心して焼骨を埋葬す
るお墓の必要性があり、市民からの要望も多
く合葬墓を建設した。遠別町においても同様
の状況であり、墓じまいをする方が増加して
いる現状を見ると、合葬墓は必要であると考
える。
　年中無休でいつでも参拝できる三笠市の屋
内合葬墓は魅力的であるが、道内においては
大半が屋外施設である。合葬墓設置を進める
にあたっては、町民アンケートやお寺の住職
等と十分協議し、多くの町民が望む形での設
置を検討することが大切である。

合葬墓ってなに？
　複数の方の遺骨を同じ場所に埋葬する形
式のお墓。遺骨は骨壺から出して、ほかの
人の遺骨と混ざる状態で埋葬されます。

　

～①合葬墓開設までの進め方（三笠市）～
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　南幌町は、札幌のベットタウンとして平成
10 年に人口が１万人を超えたが、その後減
少。２、３年前から、道とともに行ったエリ
アマネジメント事業と北広島市のエスコンビ
レッジ等により全国で一番人口が増えている
町として評価を受けている。
　室内遊戯施設建設の経緯は、子育て支援事
業計画に伴うアンケート調査を実施し、悪天
候時や冬期間における室内の遊び場や機会の
充実の要望が多くみられたことを受け、職員
による検討会等で協議した。
　整備にあたっては、設計段階から運営事業
者を含む民間のノウハウや創意工夫を最大限
活かし、整備費用の圧縮や維持管理コストの
抑制、さらに効率的で質の高いサービスの提
供が期待できる、公民連携による事業方法を
採用。

　施設の「はれっぱ」という愛称は町民から
公募し決定。
　建設費は９億２，２５０万円で、財源は、
地方創生拠点整備交付金４億５，５３０万円、
起債４億２，０５０万円、企業版ふるさと納
税２，０３０万円、一般財源２，６４０万円。
　開館時間は午前１０時から午後６時で、
きゃべっちパーク（アクティブゾーン）のみ
有料。子ども町内１００円、町外３００円で、
高校生以上は付き添いのみ入場可で無料。
　従業員は、指定管理者の常駐職員３名、運
営スタッフ６名、清掃スタッフ２名、カフェ
スタッフ７名で、南幌町民を優先採用するよ
う指定管理者にお願いしており、現在、町外
からは１名のみとなっている。
　施設内は、遊戯エリアと交流エリアに分か

れ、遊戯エリアのテーマは「遊びと運動」で
幼児から小学校高学年を対象としており、交
流エリアは多世代の交流と町民や子どもたち
の居心地の良さを考えている。指定管理者の
自主事業として、ミニコンサートなど各種イ
ベントを開催している。
　入館者数は、当初目標の２倍以上で、町内
利用者は約１割で、９割が町外からとなって
おり、町民は平日の放課後等が多く、土日は
町外者が多くなっている。この施設により、
町内の飲食店等や町内の公園にキッチンカー
がきたりと町の賑わいが創出されている。
　また、町外の子育て世代に「はれっぱ」と
いう名前が浸透してきている。将来的には移
住定住に繋がる事を期待している。

　子育て世代へのアンケート調査の結果で、
悪天候時や冬期間に子どもが安心して遊べる
場の要望が多かったことを受け、室内遊戯施
設を建設し、愛称を町民から公募して決定し
ている。
　管理運営にあたっては、南幌町は札幌市や
北広島市など近隣市町村からの利用者が多く
見込まれる地理的環境であり、施設の規模も
大きいため指定管理者で行っていたが、本町
は施設規模も小さく、安全面を確保した上で、
運営経費を極力削減できるよう十分検討して
いただきたい。
　改修中の「旧とんがりかん」の施設も、悪
天候でも子どもが安心に遊べ、子育て世代や
町外利用者と交流し、遠別町の眺望を楽しみ
ながら仕事ができる、町民に愛される施設と
なるよう期待する。

～②屋内遊戯場の運営（南幌町）～
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議会からのたより
第57号

議会の主な動き ( 令和 5 年 11 月～令和 6 年 1 月）

11 月
3 日 遠別町表彰式

18 日 遠別町老人クラブ連合会創立
50 周年記念式典

24 日 第８回議会全員協議会
第３回総務産業常任委員会
第４回議会運営委員会

28 日～
12 月 1 日

第 67 回町村議会議長全国大会
及び留萌管内町村議会議長会

12 月
11 日 第９回遠別町議会（定例会）

第４回総務産業常任委員会
25 日 第９回議会全員協議会

1 月
6 日 遠別町新年交礼会
7 日 遠別町 20 歳を祝う会
8 日 遠別町消防団出初式

12 日 第１回議会報発行特別委員会
19 日 遠別商工会新年宴会
29 日 第１回遠別町議会（臨時会）

第１回議会全員協議会
第１回総務産業常任委員会
第２回議会報発行特別委員会

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は3月11日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

　元遠別町議会副議長の故寺崎邦昭氏へ旭日単
光章受章が決定されました。
　寺崎邦昭氏の生前のご功績をたたえ
るとともに、謹んでご冥福をお祈りい
たします。

あとがき（白井副委員長）

　令和６年、年明け早々、能登半島地震で亡くなられた方、また被災された方々には、お悔やみ、お見舞い

申し上げます。

　本年度も昨年度同様、地球温暖化の影響で記録的な猛暑また集中豪雨や台風

の大型化が予想されています。本年度冬期の大雪により、交通網の乱れなど、

主産業である農業・漁業へ影響があると推測致しています。温暖化対策を重視

しなければいけないと思います。

　豊穣の出来秋・豊漁を期待し、希望に満ちた年である様願うところです。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
委　　員　　國部　雅人
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「知ってる？みつばち豆知識」
　蜜蜂の幼虫が花粉の中の微生物を食べて大きくなるのは前述しましたが、
その花粉の中の微生物は、花に訪れる虫や動物が花に触れる順番や、集ま
る生物の種類によって変化するのです。花に集まる生物の多様性が低かっ
たりタイミングが悪い時は、花粉の中の微生物の種類、
数が少なくなり、蜜蜂の幼虫にとって栄養価の低い餌に
なってしまいます。最近よく多様性、多様性と聞きますが、
こんなミクロな世界でも多様性が大事なんだとちょっと
感動すら覚えますね。

　蜂が倉庫内に入って1カ月以上経ちました。1週間から１０日に一度、倉庫まで歩いて見回りに行くので、
今年はスノーシューを購入しました。ふかふかの雪でもどんどん歩けるので重宝します。試しに長靴だけで
歩いてみたら、数メートルで長靴に雪が入るし、疲れてしまいました。道具って大事ですね。

　去年は蜂たちが倉庫にいる間、蜜蜂の生態について、
眼精疲労から肩凝りが起こるほど調べていました。お陰
様で、色々と面白い事を知る事ができたのです。蜜蜂
は幼虫の頃は花粉を原料にした餌を食べていますが、
花粉の中に住んでいる微生物を食べて成長する、いわ
ゆる肉食系である事や、蜂の巣が育児をしたり蜜を貯め
たりするだけのものではなく、蜂たちが仲間に情報を伝
えるための通信機器でもある事など、最新の研究結果
を調べるのは、とても楽しい時間でした。と、同時に
人間が飼育する事で、蜜蜂に負担をかけているのでは？
という疑問も湧いてきました。去年ミツバチサミットに
参加して新しい知識が増えたこともあり、蜜蜂を単体で
考えるのではなく、周りの環境も含めて養蜂を考えてみ
よう、と思いました。なので、今年は蜜蜂が喜ぶ環境
とは？というテーマに沿って調べ物をしています。近年、
問題になっている蜂の大量死や、群れごとごっそり蜂が
失踪してしまう事例は、蜂をとりまく環境の影響が大き
い事が知られています。一つの事が原因でというのでは
なく、様々な原因が合わさって蜜蜂にとって居心地の悪
い環境になってきているようです。

　温暖化により、蜜源植物の生息エリアがずれてきて、
今までのように蜜が集められなくなっていたり、花粉の
中の微生物が減ってきていたりして、蜜蜂が栄養不足に
なっているというデータや、蜂の数に対して飼育する場
所の広さが適切ではない場合が多いという事実など。
蜜蜂にとっては、なかなか厳しい環境になっていること
が分かってきました。温暖化については地球全体の問
題で、一人ではどうこう出来ることではありませんが、
今の気温に適した蜜源植物を特定して試しに植えてみ
る、蜜蜂が訪花するか観察する。という地道な作業で、
少しづつではあっても改善していけそうです。その他の
問題についても解決
策はあるか？という視
点でこれからも調査
を続けていきます。
蜜蜂に優しい養蜂が
出来たら、きっとと
ても美味しい蜂蜜が
採れる！そのように考
えています。

協 力 隊 通 信
第 18 号第 18 号

坪田 幸恵

協力隊員、冬季間調査員になるの巻協力隊員、冬季間調査員になるの巻

花蜜や花粉を採取している蜂

体中に花粉をつけて
戻った蜂
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「知ってる？みつばち豆知識」
　蜜蜂の幼虫が花粉の中の微生物を食べて大きくなるのは前述しましたが、
その花粉の中の微生物は、花に訪れる虫や動物が花に触れる順番や、集ま
る生物の種類によって変化するのです。花に集まる生物の多様性が低かっ
たりタイミングが悪い時は、花粉の中の微生物の種類、
数が少なくなり、蜜蜂の幼虫にとって栄養価の低い餌に
なってしまいます。最近よく多様性、多様性と聞きますが、
こんなミクロな世界でも多様性が大事なんだとちょっと
感動すら覚えますね。

　蜂が倉庫内に入って1カ月以上経ちました。1週間から１０日に一度、倉庫まで歩いて見回りに行くので、
今年はスノーシューを購入しました。ふかふかの雪でもどんどん歩けるので重宝します。試しに長靴だけで
歩いてみたら、数メートルで長靴に雪が入るし、疲れてしまいました。道具って大事ですね。

　去年は蜂たちが倉庫にいる間、蜜蜂の生態について、
眼精疲労から肩凝りが起こるほど調べていました。お陰
様で、色々と面白い事を知る事ができたのです。蜜蜂
は幼虫の頃は花粉を原料にした餌を食べていますが、
花粉の中に住んでいる微生物を食べて成長する、いわ
ゆる肉食系である事や、蜂の巣が育児をしたり蜜を貯め
たりするだけのものではなく、蜂たちが仲間に情報を伝
えるための通信機器でもある事など、最新の研究結果
を調べるのは、とても楽しい時間でした。と、同時に
人間が飼育する事で、蜜蜂に負担をかけているのでは？
という疑問も湧いてきました。去年ミツバチサミットに
参加して新しい知識が増えたこともあり、蜜蜂を単体で
考えるのではなく、周りの環境も含めて養蜂を考えてみ
よう、と思いました。なので、今年は蜜蜂が喜ぶ環境
とは？というテーマに沿って調べ物をしています。近年、
問題になっている蜂の大量死や、群れごとごっそり蜂が
失踪してしまう事例は、蜂をとりまく環境の影響が大き
い事が知られています。一つの事が原因でというのでは
なく、様々な原因が合わさって蜜蜂にとって居心地の悪
い環境になってきているようです。

　温暖化により、蜜源植物の生息エリアがずれてきて、
今までのように蜜が集められなくなっていたり、花粉の
中の微生物が減ってきていたりして、蜜蜂が栄養不足に
なっているというデータや、蜂の数に対して飼育する場
所の広さが適切ではない場合が多いという事実など。
蜜蜂にとっては、なかなか厳しい環境になっていること
が分かってきました。温暖化については地球全体の問
題で、一人ではどうこう出来ることではありませんが、
今の気温に適した蜜源植物を特定して試しに植えてみ
る、蜜蜂が訪花するか観察する。という地道な作業で、
少しづつではあっても改善していけそうです。その他の
問題についても解決
策はあるか？という視
点でこれからも調査
を続けていきます。
蜜蜂に優しい養蜂が
出来たら、きっとと
ても美味しい蜂蜜が
採れる！そのように考
えています。

協 力 隊 通 信
第 18 号第 18 号

坪田 幸恵

協力隊員、冬季間調査員になるの巻協力隊員、冬季間調査員になるの巻

花蜜や花粉を採取している蜂

体中に花粉をつけて
戻った蜂
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1月 31日付け退職

配 　 置 職　名 氏 名

総務課　財政係 主　事 國　井　幸　範

町のカレンダー ２０２４

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

2月（February） 3月（March）
15 ㈭

16 ㈮

17 ㈯

18 ㈰ 町民スキー大会　幸和スキー場

19 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

20 ㈫

21 ㈬

22 ㈭

23 ㈮
【天皇誕生日】
マナピィ・21 図書室休館

24 ㈯

25 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

26 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

27 ㈫

28 ㈬

29 ㈭

1 ㈮ 遠別農業高校卒業式

2 ㈯

3 ㈰

4 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

5 ㈫

自動車運転免許更新時講習（天塩町）
10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

6 ㈬ 幼児歯科健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（健康管理センター　診察開始 13：30 ～）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7 ㈭

8 ㈮

9 ㈯

10 ㈰

11 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

12 ㈫ 遠別中学校卒業式
ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

13 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始 10：30 ～）

14 ㈭

15 ㈮
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フォトスケッチフォトスケッチ

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

遠別町から火災を無くそう（出初式）遠別町から火災を無くそう（出初式）

野球しようぜ！（大谷翔平選手グローブ寄贈）野球しようぜ！（大谷翔平選手グローブ寄贈）

先生、教えてください！（書初め大会）先生、教えてください！（書初め大会）

準備体操はしっかりと！（ジュニアスキー学校）準備体操はしっかりと！（ジュニアスキー学校）

（令和6年1月31日現在）

2093
日目

新雪を歩くのは楽しいね！（チャレンジ教室）新雪を歩くのは楽しいね！（チャレンジ教室）

（令和6年1月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,125人（－9）
●女   1,198人（－6）

2,323人
（－15）

1,270（－10）

還付申告の日曜受付
２月18日（日）と３月3日（日）

午前８時30分～午後５時
　仕事等で平日に時間が取れない方は、ぜひ
ご利用ください。　　（住民課税務係）


